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開催日 会議名

H28.5.25 準備会 (熊本県北防災担当者会議)

H28.6.28 H28第1回協議会 (設立趣旨、目的、アウトプットイメージの共有、協議会キックオフ)

H28.7.22 H28第1回幹事会 (協議会での決定事項に基づき、具体策を検討する)

H28.8.5 H28第2回協議会 (取組方針の決定)

H28.11.17 H28第2回幹事会 (取組方針を具体化するための各自治体の課題、先進事例の共有)

H29.3.23 H28第3回幹事会 (第2回幹事会を踏まえ、重点的に行う取組方針の抽出)

H29.5.17 H29第1回協議会 (熊本県北地域において重点的に行う取組方針の決定)

H29.11.28 H29第1回幹事会 (ハザードマップの現状確認や広域連携のための課題出し)

H30.3.2 H29第2回幹事会 (熊本県北地域において重点的に行う取組の具体策検討)

H30.4.25 H30第1回協議会 (熊本県北地域において重点的に行う取組状況の確認)

H30.8.31 H30第1回幹事会 (Ｈ30.7水害から明らかとなった洪水ハザードマップの課題等確認)

H30.2.25 H30第2回幹事会 (Ｈ30年度の取組状況確認・情報共有)

R1.5.27 R1第1回協議会 (熊本県北地域において取組状況の確認)



■5年間で達成すべき目標

菊池川流域及び近隣自治体の全体で洪水に備える

「広域連携により災害に強い地域づくり」を目指す。

１．流出形態等が異なる多数の支川が流れる特徴を踏まえ、各自治体が広
域的に連携できるための仕組みづくり及び施設整備

２．住民自らが避難行動を取るための迅速かつ的確な防災情報提供と水防
災学習・教育の推進、水防活動の取り組み強化

３．過去の水害を踏まえた災害に強い地域づくりに寄与する着実なハード
整備

取組目標 【菊池川】

■上記目標達成に向けた3本柱の取り組み
菊池川水系では、昭和57年及び平成2年など大きな洪水を経験しており、河川整備計画に基

づいた改修を進めている。
流域面積や河川勾配等特徴が異なる多数の支川が流れ、多様な災害（孤立化・土砂災害等）が

起こりやすい菊池川の特徴から、ハード整備と合わせ、これまでに経験した事のない災害時にお
いても被害の最小化を図るため、住民自らが迅速かつ的確な避難行動を取るべく自治体と連携協
力し、ソフト対策にも積極的に取り組み、「菊池川流域の災害に強い地域づくり」を目指す。
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本協議会で速やかに実施する取組
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平成３０年度第１回幹事会（平成３０年8月31日）

■平成30年7月出水概要について
■西日本豪雨における水害被害を通じて明らかとなった洪水ハザードマップ
周知の課題等にいて
■洪水ハザードマップの作成・周知についての意見交換

■主な意見(洪水ハザードマップの作成・周知)
• 熊本県管理河川のＬ２（想定最大規模降雨）の浸水想定区域図の公表と
合わせて、ハザードマップを更新する予定

• 住民への周知は、広報誌や、講習会を通じて行っている
• 住民の避難率向上には、自主防災組織活動が重要であり、活動が活発で
ないところの支援は必要



－５－

平成３０年度第２回幹事会（平成３１年２月２５日）

■平成３０年度の取組状況について
■平成３１年度の取組方針について

■主な意見
• 取組方針について、１つの市町で行うこと、広域的で行うものがあって、
広域的に行うものに関して、どうやって進めていくのかが悩ましい。
幹事会の場で議論しないと進まない。

• 他の市町の取組を情報共有する場となれば、ありがたい。
• 広域連携をしないといけないような災害は滅多にないが、広域ハザード
マップを作って、このような機会で、確認する意義は大きい。


